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第２期小諸市地域福祉計画・小諸市地域福祉活動計画 

概要版【令和７年度～令和１１年度】 

地域福祉計画・地域福祉活動計画とは？ 

小諸市地域福祉計画は、社会福祉法第 107 条

に基づく「市町村地域福祉計画」として、小諸市

総合計画や地域に関連する本市の分野別計画と整

合・連携を図りながら、それらにまたがる基本的

な事項を横断的に定めるもので、本市の地域福祉

の指針となる計画です。 

小諸市地域福祉活動計画は、社会福祉協議会（以

下、社協）が中心となって地域住民の立場から地

域福祉を推進する民間の行動計画です。住民、事

業所や地域福祉団体等の関係機関、社協、市の役

割や協働が明確化され実行に移せるよう一体的に

策定しました。 

両計画は、車の両輪のように市民をはじめとする地域福祉の推進に関わる様々な

担い手の参加と協力を得ながら取り組みを展開するという共通の目的を持つもの

です。（なお、本計画より、「成年後見制度の利用の促進に関する法律」に基づき

策定する「成年後見制度利用促進基本計画」を包含しています。） 

計画の体系と関連する計画 

令和７年 ４月 

小諸市・社会福祉法人小諸市社会福祉協議会 

この計画のキーワードは“つながり”です 
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心地よい適度な関係性の中で、互いに見守り、つながる「緩やかなつながりを 

大切にした普段の暮らし」の実現に向けた取り組みを推進します。 

 

 

 

（１）健幸なまちづくりの推進 

 

健康づくりやフレイル予防には、人との関わりを

通した取り組みが有用であり、人との緩やかな

つながりを大切にした健康増進やフレイル予防

への取り組みを引き続き進めていきます。 

期待する取り組み（例） 

・[わたし]各種健（検）診を受診し、健康増進や介護予防に取り組

みましょう。 

・[わたしたち]啓発活動や講座等を通して、仲間や参加者同士の

交流や活動を促しましょう。 

・[社協]介護予防や健康づくり、生きがいづくりの機会の充実に取

り組みます。 

・[市]地域全体での健康意識の向上を図ります。 

（２）災害時の安全・安心の確保に向けた

備え 

 

普段から地域ぐるみでの見守りや支え合いに

取り組み、それぞれが連携しながら、大規模災

害に備えた取り組みを引き続き進めていきます。 

期待する取り組み（例） 

・[わたし]日々の挨拶や回覧板など、ご近所同士の交流を続けまし

ょう。 

・[わたしたち]災害時等は市民と連携し、活動を行いましょう。 

・[社協]災害時等住民支え合いマップ作成支援を通して、日頃か

らの支え合いの大切さを伝える取り組みを行います。 

・[市]平常時の地域の見守りにより、災害時に助け合える活動を推

進します。 

（３）権利擁護の推進 

 

わたしたち一人ひとりの権利が尊重され、安心

した暮らしが送ることができるよう、わたしたち

が持つ権利について知り、誰でも相談先につな

がるような体制作りを進めていきます。 

期待する取り組み（例） 

・[わたし]自分の権利と同様に、他の人の権利を大切にしましょう。 

・[わたしたち]権利擁護・権利侵害に関する学習の場を持ち、人権

意識を高めましょう。 

・[社協]虐待や暴力、成年後見制度等に関する相談窓口を設置

し、対応します。 

・[市]地域に密着した啓発活動を行う等、人権や福祉に対する意

識の向上に向けた取り組みを進めます。 
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社会的孤立に陥らないよう、支援者や地域とつながり続ける支援（伴走型支援）を構築し、 

あらゆる主体が参加・協働して地域での支え合いの充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）重層的なセーフティネットの仕組みづく

りの推進 

 

地域の見守り、気づける力から相談先や支援者

につながり、どのような相談も断らず、受け止め

られる体制を整えていきます。 

期待する取り組み（例） 

・[わたし]どこに相談したらよいか迷う時でも、まずはどこかに、誰

かに相談するようにしましょう。 

・[わたしたち]市民に対する相談の場を提供し、適宜関係機関や

専門相談につなげられるようにしましょう。 

・[社協]行政を含めた関係機関・団体との緊密な連携と協働体制

の構築をより一層進めます。 

・[市]相談内容に沿った部門へ円滑につなげられるよう庁内連携

を強化します。 

（２）包括的な支援体制の整備 

 

社会的孤立に対応していくために、誰かとつな

がり続けられる環境が大切です。つながるため

の居場所や機会など社会的孤立を防ぐ受け皿

を整備していきます。 

期待する取り組み（例） 

・[わたし]困りごとを抱えて暮らす市民の生活に対し、無関心にな

らず、心を寄せるようにしましょう。 

・[わたしたち]複合的な課題を抱えた市民の暮らしを支えられるよ

う、関係機関同士の連携を図り、それぞれの専門性を活かした支

援を展開しましょう。 

・[社協]複合的な困難を抱えた世帯を支えられるよう、行政を含め

た関係機関との緊密な連携と役割分担を踏まえた包括的な相談

支援体制を構築します。 

・[市]住民が孤立や孤独に陥らない支援体制をつくります。 

地域福祉計画・地域福祉活動計画へ込めた想い 

～審議会会長からのメッセージ～ 

「第２期小諸市福祉計画・地域福祉活動計画の策定にあたって」 
 

小泉市長、小諸市社会福祉協議会会長からの諮問を受けて、「第２期小諸市地域福祉計画・地域福祉活動計画」

が完成しました。市民の皆様のお一人お一人が豊かな生活を営むことが出来ることを目的として、福祉の視点から作

成をする計画であり、今回は２期目の作成をしました。これは行政と社会福祉協議会が両輪となって市民の皆様の暮ら

しを支える、具体的で身近な課題を解決に向けて実行する小諸市独自の計画です。 

 この計画のキーワードは、市民の皆様の世代間全体を見据えて「つながり」を念頭に作成をしました。是非この策定内

容をそれぞれのご家族で確認していただき、お互いの豊かな暮らしのために「日常的会話」の一つに活用していただけ

れば幸いです。 

小諸市健康福祉審議会 会長 中村英三 （公立大学法人 長野大学 社会福祉学博士） 
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区を越えた支え合い活動や福祉分野以外と連携した誰も孤立しない多様なつながり、 

特定の人に負担が偏らない多様な居場所づくりに取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） まちづくりに広がる地域づくり 

 

これまで培われてきた関係性を土台にしつつ、

多様な機関や団体、住民への働きかけによる多

様な居場所やつながりづくりに取り組みます。 

期待する取り組み（例） 

・[わたし]まちづくりや多分野連携に関心を持ち、魅力あるまちづく

りのためにどんなことができるかを考えてみましょう。 

・[わたしたち]多分野でつながり合い、お互いの魅力を活かすこと

を意識しましょう。 

・[社協]支え合う地域づくりを推進するための取り組みを続けま

す。 

・[市]地域福祉に関する課題について、関係機関や地域住民全体

で課題解決に向けた取り組みが進むよう支援します。 

（２）違いを認め合える地域づくり 

 

わたしたちが暮らす小諸市には、障がいのある

方、外国籍の方、認知症のある方、移住してこら

れた方などさまざまな方が暮らしています。 

誰もが同じ社会で生きる「共生」の地域づくり

に取り組みます。 

期待する取り組み（例） 

・[わたし]多様性や他人の価値観を認め、お互いを理解できるよう

にしましょう。 

・[わたしたち]人権意識の向上や多様性の理解等、各種啓発活動

に積極的に協力しましょう。 

・[社協]福祉を考えるための学習会等を企画・開催します。 

・[市]全世代の福祉意識の醸成、福祉教育の推進に取り組みま

す。 

（３）誰もが参加できる地域づくり 

 

わたしたちの地域をよりよくしていくために、一

人ひとりのちょっとした行動を積み重ねていくこ

とが大切です。わたしたちが地域づくりを担う一

員としてできる範囲での活動を広げていくこと

に取り組みます。 

期待する取り組み（例） 

・[わたし]区の行事や地域活動には、自分に合った方法で積極的

に参加しましょう。 

・[わたしたち]幅広い市民の参加を促したり 、働く場を広げたりす

るために様々な媒体や手段等を活用しましょう。 

・[社協]各種イベント等を通して、地域福祉やまちづくりに関する協

働が進むよう取り組みを進めます。 

・[市]参加の機会や働く場を広げ社会活動を促進します。 

小諸市のホームページでは、本計画の詳細について公
表していますので、ぜひご覧ください。また、市のホーム
ページには、市役所の各種相談窓口や小諸市の保健
福祉等の情報も掲載しております。 
詳しくは、こちらの二次元コードに 
アクセスしてください。 
【問合せ先】小諸市 保健福祉部 

福祉課 保護社会係 
電話：0267-22-1700 内線 2141 
E-mail：shakai@city.komoro.nagano.jp 

 

小諸市社会福祉協議会では、誰もがその人らしく安心

して暮らすことができる地域社会を地域住民と協働し

て創るために、さまざまな地域づくりを進めています。 

詳しくは、こちらの二次元コードに 

アクセスしてください。 

【問合せ先】小諸市社会福祉協議会 

電話：0267-25-7337 

E-mail：k-syakyo@ctknet.ne.jp 


